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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第７期 第８期 第９期 第10期 第11期

決算年月 平成25年３月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月 平成29年３月

売上高 (千円) 591,584 569,066 606,793 1,595,317 662,562

経常損失(△) (千円) △1,718 △18,870 △35,013 △14,405 △16,224

当期純損失(△) (千円) △5,558 △22,710 △38,853 △18,245 △20,064

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 (株)

普通株式
2,000

普通株式
2,000

普通株式
2,000

普通株式
2,000

普通株式
2,000

優先株式(甲種)
3,006

優先株式(甲種)
3,006

優先株式(甲種)
3,006

優先株式(甲種)
3,006

優先株式(甲種)
3,006

優先株式(乙種)
1,273

優先株式(乙種)
1,273

優先株式(乙種)
1,273

優先株式(乙種)
1,273

優先株式(乙種)
1,273

純資産額 (千円) 3,573,989 3,551,279 3,512,425 3,494,180 3,474,115

総資産額 (千円) 4,168,828 4,162,726 4,563,479 4,285,711 4,311,976

１株当たり純資産額 (円) △2,492,005.38 △2,503,360.43 △2,522,787.16 △959,909.76 △953,942.05

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― ―

１株当たり当期純損失
金額(△)

(円) △2,779.27 △11,355.04 △19,426.72 △9,122.59 △10,032.29

潜在株式調整後１株当
たり当期純損失

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 85.7 85.3 77.0 81.5 80.6

自己資本利益率 (％) △0.2 △0.6 △1.0 △0.5 △0.6

株価収益率 (倍) ― ― ― ― ―

配当性向 (％) ― ― ― ― ―

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △14,739 7,254 257,660 △287,864 38,537

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △35,773 △25,927 △26,999 △115,374 △88,900

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 37,158 20,147 38,826 128,357 39,643

現金及び現金同等物の
期末残高

(千円) 34,546 36,021 305,508 30,627 19,907

従業員数
〔ほか、平均臨時
雇用者数〕

(名)
41 42 43 39 40

〔35〕 〔43〕 〔55〕 〔56〕 〔57〕
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(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益は、持分法を適用する関連会社がないため記載しておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式がないため記載しておりません。

４　株価収益率は、当社株式が非上場であり、株価が把握できませんので記載しておりません。

 

２ 【沿革】
 

年月日 概要

平成18年７月 メイプルポイントゴルフクラブの運営を目的として、山梨県上野原市に株式会社メイプルポイ
ントゴルフクラブを設立。発行済株式数2,000株、資本金50,000千円とする。

平成18年９月 ジャパンクラシック株式会社よりメイプルポイントゴルフクラブの運営受託開始。

平成18年12月
メイプルポイントゴルフクラブ会員に優先株式を発行し株式会員制を導入した。その際リゾー
トトラスト株式会社が当社の優先株式を取得し、その他の関係会社となる。

平成19年７月 優先株式100,000千円を第三者割当として発行する。

平成19年12月 資本金を50,000千円に減資する。

平成20年８月 優先株式100,000千円を第三者割当として発行する。

平成21年４月
リゾートトラスト株式会社が、企業会計基準適用指針第22号「連結財務諸表における子会社及
び関連会社の範囲の決定に関する適用指針」の適用により、当社の親会社となる。

平成27年８月
リゾートトラスト株式会社が、当社株式の一部を譲渡したことに伴い、親会社からその他の関
係会社となる。

平成27年12月 メイプルポイントギャランティ㈱の株式を取得し、関連会社となる。
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３ 【事業の内容】

当社は、メイプルポイントギャランティ株式会社を関連会社としており、リゾートトラスト株式会社、岡崎クラ

シック株式会社、多治見クラシック株式会社、株式会社セントクリークゴルフクラブをその他の関係会社としており

ます。

　

 

ゴルフ場の概況は次のとおりであります。

ゴルフ場名 メイプルポイントゴルフクラブ

所在地 山梨県上野原市鶴島3600番地

施設 コース：18ホール

 その他：クラブハウス他諸施設
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４ 【関係会社の状況】
 

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業
の内容

議決権の所有又は
被所有割合（％） 関係内容

所有割合 被所有割合

(その他の関係会社)       

リゾートトラスト㈱
（注）１，２，３

名古屋市中区 19,588,084

会員制リゾート

ホテル会員権の

販売、ホテルの

運営

―
2.0

(0.1)

ゴルフ場内のレストラ

ンの運営委託及び資金

の借入

(その他の関係会社)       

岡崎クラシック㈱
（注）１，２，３

愛知県岡崎市 100,000 ゴルフ事業 ― 14.3 役員の兼任　２名

(その他の関係会社)       

多治見クラシック㈱
（注）１，２，３

岐阜県多治見市 50,000 ゴルフ事業 ― 14.3 役員の兼任　２名

(その他の関係会社)       

㈱セントクリークゴルフクラブ
（注）１，３

愛知県豊田市 100,000 ゴルフ事業 ― 14.2 役員の兼任　２名

(関連会社）       

メイプルポイントギャランティ㈱ 山梨県上野原市 11,000

ゴルフクラブ会

員に対する債務

の保証等

25.4 ― 役員の兼任　３名

 

(注) １　有価証券報告書の提出会社であります。

２　議決権の被所有割合は、議決権を有している優先株式の株数を含めて算出しております。また（　）内は、

間接所有割合で内数であります。

３　持分は100分の20未満ですが、実質的な影響力を受けているためその他の関係会社としております。

 

５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

平成29年３月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

　40(57) 42.7 11.9 4,012

 

(注) １　従業員数は、就業人員数であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時雇用者（パートタイマー及び嘱託）の年間平均雇用人数であります。

３　当社は、ゴルフ場事業単一のセグメント・単一事業部門であるため、ゴルフ場全体での従業員数を記載して

おります。

４　平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

 

(2) 労働組合の状況

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。

 

EDINET提出書類

株式会社メイプルポイントゴルフクラブ(E04748)

有価証券報告書

 5/47



第２ 【事業の状況】

 

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

　当事業年度におけるわが国経済は、製造業では輸出の持ち直しや株高、好業績などを背景に改善し、非製造業で

も都心部での再開発や公共事業の増加を背景に、建設関連が堅調なほか、消費関連も持ち直しておりました。円安

水準が続くなか、企業収益の上振れが景況感の下支えに作用して、緩やかな持ち直しが持続しており、個人消費に

も耐久財購入や外食サービスなどへの消費活動に回復の兆しがありました。

　ゴルフ業界においては、リオデジャネイロで２０１６年８月にオリンピックが開催され、１１２年ぶりにオリン

ピック競技としてゴルフが復活しました。結果は、女子の野村敏京（のむら はるきょう）選手が大健闘し、メダル

に１アンダー届きませんでしたが４位でホールアウトという日本史上初となるオリンピックゴルフの入賞者とな

り、ゴルフ人口の減少などゴルフ業界を取り巻く環境は厳しいなかで明るい知らせとなりました。

　このような環境下、当社におきましては「一流のクラブライフ」と「エクセレント・ホスピタリティ」の具現化

に邁進し、ＣＳアンケートなどご協力いただきました貴重なご意見に基づいたハード・ソフト面の改善に努めてま

いりました。ＣＳアンケートは２期連続で順調に向上しており、設備投資面の重要課題では井戸掘削２基の開設に

成功し、散水問題に大きな改善が出来たことなど事業計画通りの投資を実施することが出来ました。

　業績面では当事業年度の来場者数は38,260名となり、前期比8.7％の減少、前々期比1.4％の増加となりました。

新会員の活性化を最大課題としながら、量・質とも全くの不十分であったことに加えて熊本地震に始まり、連続台

風・長雨、１１月及び３月の繁忙期直撃の積雪クローズ６日など例年にない荒天に苦しんだ１年でした。

　上記の結果、売上高は、会員権売上のあった前期より大幅減少の662,562千円（前期比58.5％減)でしたが、設備

投資に伴う営繕費用も減少、入場者減少による変動費減により、販売費及び一般管理費は644,259千円（前期比

4.7％減）となり、大きな投資に伴う減価償却費増加もあって、営業損益は8,030千円（前期、営業損失10,724千

円）の営業損失となりました。

　この結果、経常損失は16,224千円（前期、経常損失14,405千円）となり、当期純損失は20,064千円（前期、当期

純損失18,245千円）となりました。

 

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当事業年度の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べて10,719千円減少し、当

事業年度末は19,907千円(前事業年度比35.0％減)となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における営業活動による資金の増加は、38,537千円(前事業年度は287,864千円の減少)となりました。

これは、税引前当期純損失が16,224千円であったこと、減価償却費が35,616千円であったこと、未収入金の減少が

6,927千円であったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における投資活動による資金の減少は、88,900千円(前事業年度は115,374千円の減少)となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出が88,546千円あったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における財務活動による資金の増加は、39,643千円(前事業年度比69.1％減)となりました。これは、

長期借入れによる収入が75,000千円であったこと、長期借入金の返済による支出が24,000千円であったこと等によ

るものであります。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

　当社の実態に促した内容を記載するため、生産実績及び受注実績に換えて収容実績を記載しております。

(1) 収容実績

 

ホール数
(Ｈ)

前事業年度
(自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日)

当事業年度
(自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日)

営業日数
(日)

収容実績(名) １日平均
来場者数
(名)

営業日数
(日)

収容実績(名) １日平均
来場者数
(名)メンバー ゲスト 合計 メンバー ゲスト 合計

18 336 11,795 30,127 41,922 124.8 349 11,401 26,859 38,260 109.6
 

 

(2) 販売実績

 

区分

前事業年度
(自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日)

当事業年度
(自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日)

金額(千円) 前年比(％) 金額(千円) 前年比(％)

登録料収入 914,000 ― 10,550 △98.8

ゴルフ場売上 546,492 11.4 499,645 △8.6

手数料収入 22,730 19.3 31,835 40.1

名義書換料 24,900 △2.0 34,700 39.4

入会金年会費収入 87,194 21.2 85,832 △1.6

合計 1,595,317 162.9 662,562 △58.5
 

(注)　上記の金額には、消費税等を含めておりません。

 

３ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において、当社が判断したものであります。

　

　当社はリゾートトラストグループの一員として、グループ共通の「経営理念」を実践しており、「経営理念」は

『私たちリゾートトラストグループは新天地開拓を企業精神として「信頼と挑戦」「ハイセンス・ハイクオリティ」

「エクセレント・ホスピタリティ」を追求し、お客様のしなやかな生き方に貢献します』と定めております。さらに

経営理念を社員一人ひとりに浸透していくためにグループの行動規範として「ホスピタリティ憲章」が定められてお

ります。

　ホスピタリティ憲章では、「私たちは、人生を謳歌するしなやかな生き方に貢献します。」をミッション（使命）

とし、「私たちは、ハイセンス・ハイクオリティを追求する、エクセレント・ホスピタリティ・グループです。」を

ビジョン（目指すべき姿）としております。

　ゴルフ業界においては、リオデジャネイロで２０１６年８月にオリンピックが開催され、１１２年ぶりにオリン

ピック競技としてゴルフが復活しました。結果は、女子の野村敏京（のむら はるきょう）選手が大健闘し、メダルに

１アンダー届きませんでしたが４位でホールアウトという日本史上初となるオリンピックゴルフの入賞者となり、ゴ

ルフ人口の減少などゴルフ業界を取り巻く環境は厳しいなかで明るい知らせとなりました。

　このような環境のなか、当社は昨年度におきまして売上面で大きな進展がありましたが、５ヶ年計画４年目の今期

の課題として、経費削減の抜本改善の遅れにより収益性に最大の課題があること、顧客満足度においても改善は見ら

れるものの進捗率が低いことがあります。また設備投資では、井戸２基の掘削工事を９月に完了し、一連の大掛かり

な設備投資は一旦終了しましたが、経年劣化への対応や備えを充実しなければなりません。

　当社は今後更なる経営の長期的安定化を推進し、美しいゴルフ場、最高のコースコンディションの確立とエクセレ

ント・ホスピタリティの提供により、最上のゴルフライフの具現化に全力を傾注しブランド力の向上を図ってまいり

ます。　
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４ 【事業等のリスク】

以下において、当社の事業展開上のリスク要因となる可能性があると考えられる、主な事項を記載しております。

また、当社として、必ずしも事業上のリスクと考えていない事項についても、当社の事業活動を理解する上で重要と

考えられる事項は、積極的な情報開示の観点から記載しております。なお、下記の項目で将来に関する事項は、当事

業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 天候による影響について

ゴルフ場運営においては、天候が来場者数および売上高に大きく影響を及ぼします。また、冬の積雪はコースを

クローズせざるを得ず、売上の減少要因となり当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(2) 購入予定の預託金債権について

事業運営に際し、メイプルポイントゴルフクラブの株式会員制への転換に伴い会員から購入する予定であるジャ

パンクラシック㈱に対する預託金債権については、同ゴルフ場資産に対し根抵当権を設定している保証会社である

メイプルポイントギャランティ㈱の保証を付けることにより、購入した同債権を担保する予定です。なお、今後の

経済情勢及び委託者の状況等により同ゴルフ場資産の評価額が変動した場合は、預託金債権の一部につき担保出来

ない部分について貸倒引当金を追加計上する必要が生じます。

 

　(3) 減損会計について

　　　当社の固定資産に対して減損処理が必要であると判断された場合、当社の財政状態及び経営成績に重要な影響を

　　及ぼす可能性があります。

 

　(4) 個人情報の管理について

　　　当社は会員等利用者の個人情報を有しており、その情報の外部漏洩に関しては細心の注意を払い、従業員の情報

　　管理に関する教育にも努めております。しかし、万一この個人情報が漏洩した場合には当社の信用低下や業績及び

　　財務状況に影響を及ぼす可能性があります。

 
５ 【経営上の重要な契約等】

相手先の名称 契約内容 契約期間

ジャパンクラシック㈱ メイプルポイントゴルフクラブの運営受託契約
平成28年９月１日より
平成29年３月31日まで(注)

リゾートトラスト㈱ ゴルフ場内レストランの運営委託
平成28年４月１日より
平成29年３月31日まで(注)

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 経理総務業務の委託及び経営指導
平成28年４月１日より
平成29年３月31日まで(注)

 

(注)　以降１年毎に自動更新いたします。

 

６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態

資産合計は、4,311,976千円となり、前事業年度と比べて26,264千円の増加となりました。これは主に現預金が

10,719千円減少したこと、構築物が48,351千円増加したこと等によるものです。

負債合計は、837,860千円となり、前事業年度と比べて46,329千円の増加となりました。これは主に長期借入金が

75,000千円増加したこと、関係会社長期借入金が24,000千円減少したこと等によるものです。

純資産合計は、3,474,115千円となり、前事業年度と比べて20,064千円の減少となりました。これは当期純損失を

20,064千円計上したことによるものです。

 

(2) 経営成績

経営成績については「第２ 事業の状況　１ 業績等の概要　(1) 業績」をご参照ください。

 

(3) 経営成績に重要な影響を与える要因についての分析

事業運営に際し、メイプルポイントゴルフクラブの株式会員制への転換に伴い会員から購入する予定であるジャ

パンクラシック㈱に対する預託金債権については、同ゴルフ場資産に対し根抵当権を設定している保証会社である

メイプルポイントギャランティ㈱の保証を付けることにより、購入した同債権を担保する予定です。なお、今後の

経済情勢及び委託者の状況等により同ゴルフ場資産の評価額が変動した場合は、預託金債権の一部につき担保出来

ない部分について貸倒引当金を追加計上する必要が生じます。

 

(4) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

　　　資本の財源及び資金の流動性についての分析については「第２ 事業の状況 １ 業績等の概要 (2) キャッシ

　　ュ・フローの状況」をご参照ください。　　　
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当事業年度における設備投資は、86,505千円となりました。主としてさく井工事52,126千円等によるものでありま

す。

 

２ 【主要な設備の状況】
平成29年３月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の
内容

帳簿価額(千円) 従業
員数
(名)建物及び

構築物
機械装置
及び運搬具

工具・器具
及び備品

コース勘定 リース資産 合計

 メイプルポイント
ゴルフクラブ
(山梨県上野原市)

ゴルフ場 155,867 33,807 13,021 0 49,051 251,748
40
<57>

 

(注) 1　現在休止中の主要な設備はありません。

　　　　　　　2　従業員数欄の〈外書〉は、臨時雇用者(パートタイマー及び嘱託)の年間平均雇用人数であります。

　　　　　　　3　上記の金額は消費税等は含まれておりません。

 

当社が運営を受託しているメイプルポイントゴルフクラブのゴルフ場施設はジャパンクラシック株式会社が

所有・管理しており、その設備内容は以下の通りです。

平成29年３月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の
内容

帳簿価額(千円)

建物
及び構築物

機械装置
及び運搬具

工具・器具
及び備品

立木 コース勘定
土地

(面積千㎡)
合計

 メイプルポイント
ゴルフクラブ
(山梨県上野原市)

ゴルフ場 550,930 9,030 20,471 432,995 2,342,281
830,591
(1,279)

4,186,301

 

(注) 　ジャパンクラシック㈱に対し運営受託手数料として100,000千円を支払っております。

 

 

３【設備の新設、除却等の計画】

　　　　　該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000

優先株式（甲種） 10,000

優先株式（乙種） 4,000

計 20,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(平成29年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年６月20日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,000 2,000 非上場

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式(注)
１，５

優先株式(甲種) 3,006 3,006 同上
完全議決権株式であり、優先
的配当を受ける権利を有する
株式(注)２，４、５

優先株式(乙種) 1,273 1,273 同上
無議決権株式であり、優先的
配当を受ける権利を有する株
式(注)３，４、５

計 6,279 6,279 ― ―
 

(注) １　普通株式の内容

 (1) 完全議決権株式であり権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。

 (2) 普通株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

２　甲種優先株式の内容

 (1) 普通株式を有する株主に優先して、１株につき年100円の優先配当金を受ける。但し、優先配当金の全部ま

たは一部が支払われないときであっても、その不足分は翌事業年度以降に累積しない。

 (2) 優先配当金が支払われた後の残余の剰余金に対しては、配当を受ける権利を有しない。

 (3) 甲種優先株式の株主は、当会社の残余財産の分配につき、その甲種優先株式１株につき200万円までは、普

通株式の株主に優先して分配を受ける。

 (4) 甲種優先株式の株主は、前項の優先分配が行われた後の残余の財産に対しては、分配を受ける権利を有し

ない。

 (5) 甲種優先株式の株主は、その所有する甲種優先株式について、株主総会における議決権を有する。

 (6) 甲種優先株式及び乙種優先株式に係る優先配当金及び残余財産の分配の支払順位はそれぞれ同順位とす

る。

 (7) 甲種優先株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

 (8) 完全議決権株式であり、優先的配当を受ける権利を有する株式である。

３　乙種優先株式の内容

 (1) 普通株式を有する株主に優先して、１株につき年100円の優先配当金を受ける。但し、優先配当金の全部ま

たは一部が支払われないときであっても、その不足分は翌事業年度以降に累積しない。

 (2) 優先配当金が支払われた後の残余の剰余金に対しては、配当を受ける権利を有しない。

 (3) 乙種優先株式の株主は、当会社の残余財産の分配につき、その乙種優先株式１株につき200万円までは、普

通株式の株主に優先して分配を受ける。

 (4) 乙種優先株式の株主は、前項の優先分配が行われた後の残余の財産に対しては、分配を受ける権利を有し

ない。

 (5) 乙種優先株式の株主は、その所有する乙種優先株式について、株主総会における議決権を有しない。

 (6) 乙種優先株式の株主は、乙種優先株式の発行後、当会社の取締役会が別に定める日までの間、当会社に対

して乙種優先株式と引換えに、甲種優先株式の交付を請求することができる。当会社が乙種優先株式の取得

と引換えに交付する甲種優先株式の数は、乙種優先株式１株に対して甲種優先株式１株とする。

 (7) 甲種優先株式及び乙種優先株式に係る優先配当金及び残余財産の分配の支払順位はそれぞれ同順位とす

る。
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 (8) 乙種優先株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

 (9) 無議決権株式であり、優先的配当を受ける権利を有する株式である。

４　当会社は、甲種及び乙種の優先株式を引き受ける者の募集について、甲種及び乙種の優先株式の種類株主を

構成員とする種類株主総会の決議を要しないものとする。

５　当会社は、単元株制度を採用していない。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年6月24日

(注)

―

6,279
(優先株式甲種

3,006
優先株式乙種

1,273
普通株式
2,000)

― 100,000 △799,452 3,479,547

 

(注)　資本準備金の減少は欠損填補によるものであります。

 

(6) 【所有者別状況】

　普通株式

平成29年３月31日現在

区分

株式の状況
単元未満株
式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― ― ― 3 ― ― ─ 3 ―

所有株式数
(株)

― ― ― 2,000 ― ― ─ 2,000 ―

所有株式数
の割合(％)

― ― ― 100.0 ― ― ─ 100.0 ―

 

(注)　完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。
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　甲種優先株式

平成29年３月31日現在

区分

株式の状況
単元未満株
式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― 5 2 202 ― ― 618 827 ―

所有株式数
(株)

― 16 9 1,173 ― ― 1,808 3,006 ―

所有株式数
の割合(％)

― 0.5 0.3 39.0 ― ― 60.2 100.0 ―

 

(注)　１　完全議決権株式であり、優先的配当を受ける権利を有する株式であります。

２　自己株式315株は「個人その他」に含まれております。

 

　乙種優先株式

平成29年３月31日現在

区分

株式の状況
単元未満株
式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― ― ― ― ― ― １ １ ―

所有株式数
(株)

― ― ― ― ― ― 1,273 1,273 ―

所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ― 100.0 100.0 ―

 

(注)　１　無議決権株式であり、優先的配当を受ける権利を有する株式であります。

２　自己株式1,273株は「個人その他」に含まれております。
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(7) 【大株主の状況】

① 所有株式数別

平成29年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

多治見クラシック㈱ 岐阜県多治見市小名田町１番地
673
(6)

〔―〕

10.7
(0.1)
〔―〕

岡崎クラシック㈱ 愛知県岡崎市岩中町１番地
670
(3)

〔―〕

10.7
(0.0)
〔―〕

㈱セントクリークゴルフクラブ 愛知県豊田市月原町黒木１番地１
666
(―)
〔―〕

10.6
(―)
〔―〕

リゾートトラスト㈱ 愛知県名古屋市中区東桜二丁目18番31号
95
(95)
〔―〕

1.5
(1.5)
〔―〕

丸紅㈱ 東京都千代田区大手町一丁目４番２号
39
(39)
〔―〕

0.6
(0.6)
〔―〕

赤尾勝一 東京都国分寺市
10
(10)
〔―〕

0.2
(0.2)
〔―〕

林テクノス株式会社 東京都杉並区梅里一丁目21番16号
9
(9)

〔―〕

0.1
(0.1)
〔―〕

株式会社きんでん 大阪府大阪市北区本庄東２-３-41
8
(8)

〔―〕

0.1
(0.1)
〔―〕

株式会社八興 東京都千代田区五番町12番地７
8
(8)

〔―〕

0.1
(0.1)
〔―〕

株式会社日本経済廣告社 東京都千代田区神田小川町二丁目10番
7
(7)

〔―〕

0.1
(0.1)
〔―〕

計 ―
2,185
(185)
〔―〕

34.8
(2.9)
〔―〕

 

(注) １　(内書)は、議決権を有している優先株式の(甲種)株数及び割合であります。又、〔内書〕は、議決権を有し

ていない優先株式(乙種)の株数及び割合であります。

　　　 ２　上記のほか当社所有の自己株式1,588株(25.3％)があります。

　　　　　 自己株式の内訳は、甲種株式315株(5.0％)、乙種株式1,273株(20.3％)であります。
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② 所有議決権数別

平成29年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有議決権数

(個)

総株主の議決権
に対する

所有議決権数
の割合(％)

多治見クラシック㈱ 岐阜県多治見市小名田町１番地 673 14.3

岡崎クラシック㈱ 愛知県岡崎市岩中町１番地 670 14.3

㈱セントクリークゴルフクラブ 愛知県豊田市月原町黒木１番地１ 666 14.2

リゾートトラスト㈱ 愛知県名古屋市中区東桜二丁目18番31号 95 2.0

丸紅㈱ 東京都千代田区大手町一丁目４番２号 39 0.8

赤尾勝一 東京都国分寺市 10 0.2

林テクノス株式会社 東京都杉並区梅里一丁目21番16号 9 0.2

株式会社きんでん 大阪府大阪市北区本庄東２-３-41 8 0.2

株式会社八興 東京都千代田区五番町12番地7 8 0.2

株式会社日本経済廣告社 東京都千代田区神田小川町二丁目10番 7 0.1

計 ― 2,185 46.6

 

 

(8) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式
優先株式(乙種)

1,273
―

優先株式の内容は、(1)株式の総数等
②発行済株式の注記に記載しておりま
す。

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
優先株式(甲種)
　　　　　　 315

―
優先株式の内容は、(1)株式の総数等
②発行済株式の注記に記載しておりま
す。

完全議決権株式(その他)

普通株式
2,000

2,000 ―

優先株式(甲種)
2,691

2,691
優先株式の内容は、(1)株式の総数等
②発行済株式の注記に記載しておりま
す。

発行済株式総数 6,279 ― ―

総株主の議決権 ― 4,691 ―
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② 【自己株式等】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

(自己保有株式)
株式会社メイプルポ
イントゴルフクラブ

山梨県上野原市
鶴島3600

優先株式(甲種)

315
―

優先株式(甲種)

315 5.0

計 ― 315 ― 315 5.0
 

　(注) このほか無議決権株式の区分において、優先株式(乙種)1,273株を自己株式として所有しております。

 

(9) 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

２ 【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】会社法第155条第３号による甲種優先株式及び乙種優先株式の取得

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

　甲種優先株式

　　　　　　　　　　　　　　区分 　株式数（株） 価額の総額（千円）

取締役会(平成27年５月29日)での決議状況
(取得期間：平成27年６月１日より随時）

331 ―

当事業年度前における取得自己株式 299 ―

当事業年度における取得自己株式 16 ―

残存決議株式の総数及び価額の総額 16 ―

当事業年度の末日現在の未行使割合（％） 4.8 ―

当期間における取得自己株式 ― ―

提出日現在の未行使割合（％） 4.8 ―
 

 

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。
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(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

　①甲種優先株式　

区分
当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額
（百万円）

株式数（株）
処分価額の総額
（百万円）

引き受ける者の募集を
行った取得自己株式

― ― ― ―

消却の処分を行った取
得自己株式

― ― ― ―

合併、株式交換、会社
分割に係る移転を行っ
た取得自己株式

― ― ― ―

その他（―） ― ― ― ―

保有自己株式数 315 ― 315 ―
 

 
　②乙種優先株式　

区分
当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額
（百万円）

株式数（株）
処分価額の総額
（百万円）

引き受ける者の募集を
行った取得自己株式

― ― ― ―

消却の処分を行った取
得自己株式

― ― ― ―

合併、株式交換、会社
分割に係る移転を行っ
た取得自己株式

― ― ― ―

その他（―） ― ― ― ―

保有自己株式数 1,273 ― 1,273 ―
 

 

３ 【配当政策】

当社の配当政策における基本的な考え方は、株主の皆様により良いゴルフ場及びその附帯施設での快適なプレー環

境を提供することで、利益の還元を図っていくこととさせていただいております。

今後、現業の基盤を固めると共に、利益構造の強化を図るため、当期は配当を実施しないこととなりました。

内部留保資金につきましては、ゴルフ場保全資金に充当いたします。

なお、当社の剰余金の配当は、期末配当のみの年１回を基本的な方針としております。期末配当の決定機関は株主

総会であります。

 

４ 【株価の推移】

当社株式は非上場でありますので、該当事項はありません。
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５ 【役員の状況】

男性６名　女性０名　（役員のうち女性の比率０％）

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

(株)

代表取締役

社長
― 若　林　伸　和 昭和30年11月15日生

昭和53年４月 リゾートトラスト㈱入社

(注)１
―

(―)

平成14年４月 岡崎クラシック㈱ザ・トラディ

ションゴルフクラブ支配人就任

平成21年４月 リゾートトラスト㈱ＨＲ事業本部

事業部長就任

平成24年12月 リゾートトラスト㈱ゴルフ事業本

部統轄部長就任

平成26年４月 リゾートトラスト㈱会員制本部ゴ

ルフ事業支社統轄部長就任

平成27年４月 リゾートトラスト㈱会員制本部ゴ

ルフ事業支社長就任

平成27年６月 リゾートトラストゴルフ事業㈱取

締役就任（現任）

平成27年６月 当社代表取締役社長就任（現任）

平成28年５月 リゾートトラスト㈱ゴルフ事業部

長就任（現任）

取締役 ― 松　田　庄　也 昭和22年7月20日生

平成17年４月 リゾートトラストゴルフ事業㈱

コース管理統括部長就任（現任）

(注)１
―

(―)

平成19年６月 リゾートトラストゴルフ事業㈱取

締役就任（現任）

平成28年６月 当社取締役就任（現任）

取締役 支配人 増　田　敦　男 昭和31年３月28日生

平成12年６月 リゾートトラスト㈱入社

(注)１
―

(―)

平成23年10月 リゾートトラストゴルフ事業㈱　

入社

平成24年４月 パインズゴルフクラブ支配人就任

平成26年６月

平成26年６月

 

当社取締役支配人就任（現任）

メイプルポイントギャランティ㈱

代表取締役就任（現任）

取締役 ― 有　光　正　男 昭和11年９月15日生

平成10年11月 ㈱コアコーディネートシステム会

長就任（現任）

(注)１
―

(―)
平成13年１月 メイプルポイントギャランティ㈱

取締役就任（現任）

平成18年７月 当社取締役就任（現任）

取締役 ― 松　澤　好　則 昭和12年10月20日生

昭和29年２月 松澤運送（現㈲松澤運送）入社

(注)１
３

(３)
昭和41年10月 同社代表取締役社長就任（現任）

平成24年６月 当社取締役就任（現任）

監査役 ― 加　藤　祐　次 昭和14年12月23日生

平成３年３月 ジャパンクラシック㈱入社

(注)２
―

(―)
平成10年６月 同社監査役就任（現任）

平成18年７月 当社監査役就任（現任）

計
３

(３)
 

(注) １　取締役の任期は、平成28年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成30年３月期に係る定時株主総会終結

の時までであります。

２　監査役の任期は、平成26年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成30年３月期に係る定時株主総会終結

の時までであります。

３　所有株式数欄の(内書)は、優先的配当を受ける権利を有する株式の数であります。

４　監査役加藤祐次は、社外監査役であります。

 

 

EDINET提出書類

株式会社メイプルポイントゴルフクラブ(E04748)

有価証券報告書

18/47



 

６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

株式会員制の導入により、経営内容をディスクローズし、会員の信頼を得るため、コーポレート・ガバナンスの

充実が経営の重要な課題であると認識し、適正な経営の意思決定を図り、効率的かつ健全な業務執行体制を構築

し、経営チェック機能の充実に努めております。なお、記載内容は当事業年度末現在におけるものであります。

１　会社の機関の内容

当社の役員は、取締役５名、監査役１名で構成されており、経営に関する基本方針や重要な業務執行の決定に

ついては取締役会を開催し決定しております。取締役会にて決定された経営方針に基づく計画その他の業務執行

については、迅速かつ円滑に実行できる体制づくりを行っています。

２　内部統制システムの整備の状況

当社では、役職員一人一人が高い倫理観を持つことでコンプライアンス体制の強化を積極的に行っておりま

す。監査役は、会計に関するものに限り、監査方針に基づき監査業務を遂行しております。また、内部統制の有

効性についてその他の関係会社であるリゾートトラスト㈱の内部監査部門である監査部により検証が行われ、監

査人とも連携し、監査の実効性を確保しております。

３　リスク管理体制の整備の状況

当社は、業務に関わる全てのリスクについて適切に管理する体制の整備に取り組んでおります。リスクの共通

認識を図るため全取締役が中心となり、リスクの現状分析をし、課題を明確にし、今後の対応策について検討を

行っております。

４　役員報酬の内容

取締役に支払われた報酬総額は10,875千円であります。

監査役に支払われた報酬はありません。

５　社外取締役及び社外監査役

当社の社外監査役は１名であります。また社外取締役はおりません。

　社外監査役の加藤祐次は、当社との間に人的関係、資本的関係はありません。

６　会計監査の状況

当社の会計監査業務を執行した公認会計士は、篠藤敦子であります。当社の会計監査業務に係る補助者は、公

認会計士５名、その他１名であります。なお、７年を超え連続して当社の監査関連業務を行っている監査人はお

りません。また、監査証明に対する審査体制として他の公認会計士による審査を受けております。

７　種類株式の発行

当社はメイプルポイントゴルフクラブ預託金会員権の買取資金に充当するため、会社法第108条第１項第３号に

定める内容(いわゆる議決権制限)について普通株式と異なる定めをした議決権のない乙種優先株式を発行してお

ります。

８　当社の取締役は10名以内とする旨を定款で定めております。

９　取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出

席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び選任決議は、累積投票によらない旨を定款で定めております。

10　株主総会の特別決議要件

当社は、株主総会の決議の方法について、株主総会の円滑な運営を行うため、会社法309条第２項に定める決議

は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２

以上をもって行う旨を定款で定めております。

(2) 【監査報酬の内容等】

① 【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

 

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

2,450 ― 2,400 ―
 

 

② 【その他重要な報酬の内容】

該当事項はありません。
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③ 【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

該当事項はありません。

 

④ 【監査報酬の決定方針】

該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１　財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以下「財務

諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度(平成28年４月１日から平成29年３月31日まで)

の財務諸表について、篠藤公認会計士事務所 公認会計士 篠藤敦子により監査を受けております。

なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

　第10期事業年度の財務諸表　　　有限責任 あずさ監査法人

　第11期事業年度の財務諸表　　　篠藤公認会計士事務所　公認会計士　篠藤敦子

　

　　当該異動について臨時報告書を提出しております。臨時報告書に記載した事項は次のとおりです。

　(1) 異動に係る監査公認会計士等の名称

　　① 選任する監査公認会計士等の名称

　　　篠藤公認会計士事務所　公認会計士　篠藤敦子

　　② 退任する監査公認会計士等の名称

　　　有限責任　あずさ監査法人

 

　(2) 異動の年月日

　　　平成28年７月１日

 

　(3) 退任する監査公認会計士等が直近において監査公認会計士等となった年月日

　　　平成27年７月１日

 

　(4) 退任する監査公認会計士等が直近３年間に作成した監査報告書等又は内部統制監査報告書における意見等に関す

　　　る事項

　　　該当事項はありません。

 

　(5) 異動の決定又は異動に至った理由及び経緯

　　　当社の監査公認会計士等であります有限責任　あずさ監査法人は第10期（平成27年４月１日から平成28年３月31

　　日まで）事業年度の監査契約満了をもって退任となります。これに伴い、篠藤公認会計士事務所　公認会計士　篠

　　藤敦子を新たな監査公認会計士等として選任するものです。

 

　(6) 上記(5)の理由及び経緯に対する監査報告書等の記載事項に係る退任する監査公認会計士等の意見

　　　特段の意見はない旨の回答を得ております。

 

３　連結財務諸表について

当社は子会社を有していないため、連結財務諸表は作成しておりません。

 

１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

該当事項はありません。

 

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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２ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

①【貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当事業年度

(平成29年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 30,627 19,907

  売掛金 32,248 27,250

  商品 4,310 4,910

  貯蔵品 8,364 6,454

  前払費用 216 242

  未収入金 27,192 20,265

  その他 2 82

  貸倒引当金 △165 △472

  流動資産合計 102,796 78,641

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 44,742 44,742

    減価償却累計額 △3,352 △5,444

    建物（純額） 41,389 39,297

   構築物 82,419 140,499

    減価償却累計額 △14,201 △23,929

    構築物（純額） 68,218 116,570

   機械及び装置 9,400 15,227

    減価償却累計額 △822 △2,200

    機械及び装置（純額） 8,577 13,027

   車両運搬具 16,499 32,546

    減価償却累計額 △4,317 △11,766

    車両運搬具（純額） 12,182 20,779

   工具、器具及び備品 20,354 26,904

    減価償却累計額 △7,185 △13,882

    工具、器具及び備品（純額） 13,168 13,021

   コース勘定 0 0

   リース資産 135,146 86,948

    減価償却累計額 △77,000 △37,896

    リース資産（純額） 58,146 49,051

   有形固定資産合計 201,683 251,748

  投資その他の資産   

   関係会社株式 2,450 2,800

   差入保証金 50 50

   買取預託金債権 8,755,000 8,755,000

   その他 32 36

   貸倒引当金 △4,776,300 △4,776,300

   投資その他の資産合計 3,981,232 3,981,586

  固定資産合計 4,182,915 4,233,334

 資産合計 4,285,711 4,311,976
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当事業年度

(平成29年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,492 2,106

  1年内返済予定の関係会社長期借入金 24,000 384,000

  リース債務 11,356 9,294

  未払金 17,047 11,040

  未払費用 22,394 24,138

  未払法人税等 3,840 3,840

  未払消費税等 3,686 8,554

  前受金 438 4,717

  預り金 17,192 13,524

  その他 6,496 6,414

  流動負債合計 107,945 467,629

 固定負債   

  長期借入金 225,000 300,000

  関係会社長期借入金 388,000 4,000

  リース債務 47,353 38,059

  退職給付引当金 21,580 26,519

  長期未払金 1,651 1,651

  固定負債合計 683,585 370,230

 負債合計 791,531 837,860

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,000 100,000

  資本剰余金   

   資本準備金 3,479,547 3,479,547

   資本剰余金合計 3,479,547 3,479,547

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 △85,367 △105,431

   利益剰余金合計 △85,367 △105,431

  株主資本合計 3,494,180 3,474,115

 純資産合計 3,494,180 3,474,115

負債純資産合計 4,285,711 4,311,976
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②【損益計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 1,595,317 662,562

売上原価   

 商品期首たな卸高 3,731 4,310

 当期商品仕入高 930,745 26,932

 合計 934,476 31,243

 商品期末たな卸高 4,310 4,910

 売上原価合計 930,166 26,332

売上総利益 665,151 636,229

販売費及び一般管理費 ※１  675,876 ※１  644,259

営業損失（△） △10,724 △8,030

営業外収益   

 受取利息 1 0

 受取保険料 4,736 ―

 その他 1,911 1,814

 営業外収益合計 6,649 1,814

営業外費用   

 支払利息 ※２  10,189 ※２  9,861

 その他 140 147

 営業外費用合計 10,329 10,009

経常損失（△） △14,405 △16,224

税引前当期純損失（△） △14,405 △16,224

法人税、住民税及び事業税 3,840 3,840

当期純損失（△） △18,245 △20,064
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③【株主資本等変動計算書】

 前事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益剰余

金 利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 3,479,547 3,479,547 △67,122 △67,122 3,512,425 3,512,425

当期変動額        

当期純損失（△）    △18,245 △18,245 △18,245 △18,245

当期変動額合計 ― ― ― △18,245 △18,245 △18,245 △18,245

当期末残高 100,000 3,479,547 3,479,547 △85,367 △85,367 3,494,180 3,494,180
 

 

 当事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益剰余

金 利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 3,479,547 3,479,547 △85,367 △85,367 3,494,180 3,494,180

当期変動額        

当期純損失（△）    △20,064 △20,064 △20,064 △20,064

当期変動額合計 ― ― ― △20,064 △20,064 △20,064 △20,064

当期末残高 100,000 3,479,547 3,479,547 △105,431 △105,431 3,474,115 3,474,115
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④【キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前当期純損失（△） △14,405 △16,224

 減価償却費 28,970 35,616

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,574 4,939

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 25 307

 受取利息 △1 △0

 支払利息 10,189 9,861

 売上債権の増減額（△は増加） △4,154 4,998

 たな卸資産の増減額（△は増加） 526 1,309

 未収入金の増減額（△は増加） 81,205 6,927

 仕入債務の増減額（△は減少） 63 614

 未払金の増減額（△は減少） △14,378 △3,142

 未払費用の増減額（△は減少） △1,153 1,743

 前受金の増減額（△は減少） △354,875 4,278

 その他 △7,421 1,010

 小計 △273,835 52,239

 利息の受取額 1 0

 利息の支払額 △10,189 △9,861

 法人税等の支払額 △3,840 △3,840

 営業活動によるキャッシュ・フロー △287,864 38,537

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 関係会社株式の取得による支出 △400 △350

 有形固定資産の取得による支出 △114,956 △88,546

 その他の投資等の取得による支出 △18 △4

 投資活動によるキャッシュ・フロー △115,374 △88,900

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 165,000 75,000

 長期借入金の返済による支出 △24,000 △24,000

 リース債務の返済による支出 △12,642 △11,356

 財務活動によるキャッシュ・フロー 128,357 39,643

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △274,881 △10,719

現金及び現金同等物の期首残高 305,508 30,627

現金及び現金同等物の期末残高 ※１  30,627 ※１  19,907
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　有価証券の評価基準及び評価方法

関連会社株式

　　　移動平均法による原価法

 

２　たな卸資産の評価基準及び評価方法

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価の切下げの方法）によっております。

商品及び貯蔵品

最終仕入原価法

 

３　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産(リース資産を除く)

定額法によっております。

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法の規定に基づいております。

(2) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。

 

４　引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

 なお、退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする

方法を用いた簡便法を適用しております。

 

５　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資としております。

 

６　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。
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（表示方法の変更）

　　　　（損益計算書）

　　　　　前事業年度において費目別に区分掲記していた「販売費及び一般管理費」は、当事業年度より損益計算書の

　　　　一覧性及び明瞭性を高めるため、「販売費及び一般管理費」として一括掲記し、その主要な費目及び金額を注

　　　　記する方法に変更しております。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の財務諸表の組替を行っ

　　　　ております。

　　　　　なお、前事業年度及び当事業年度における販売費及び一般管理費の主要な費目並びに金額は、「注記事項

　　　　（損益計算書関係）」に記載のとおりであります。

 
　　　(追加情報)

　　　　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当

　　　事業年度から適用しております。

 
(貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額並びにおおよその割合は次のとおりであります。

 
前事業年度

(自 平成27年４月１日
 至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
 至 平成29年３月31日)

　給料及び賞与 265,652千円 272,714千円

　退職給付費用 5,138千円 4,939千円

　支払手数料 121,889千円 120,821千円

　減価償却費 28,970千円 35,616千円

　貸倒引当金繰入額 25千円 307千円

おおよその割合   

　販売費 41％ 43％

　一般管理費 59％ 57％
 

 

※２ 関係会社に対するものは、次のとおりであります。

 
前事業年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

支払利息 5,647千円 4,611千円
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(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 2,000 ― ― 2,000

優先株式(甲種)(株) 3,006 ― ― 3,006

優先株式(乙種)(株) 1,273 ― ― 1,273

合計(株) 6,279 ― ― 6,279
 

 

２　自己株式に関する事項

 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

優先株式(甲種)(株) ― 299 ― 299

優先株式(乙種)(株) ― 1,273 ― 1,273

合計(株) ― 1,572 ― 1,572
 

　　　　　　（変動事由の概要）

甲種優先株式273株の増加及び乙種優先株式1,273株の増加は、平成27年５月29日の取締役会の決議によ

るものであり、同年７月31日に無償取得したものです。

甲種優先株式26株の増加は、平成27年５月29日の取締役会の決議によるものであり、平成28年３月31日

に無償取得したものです。

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。　

 

４　配当に関する事項

該当事項はありません。　

 

当事業年度(自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 2,000 ― ― 2,000

優先株式(甲種)(株) 3,006 ― ― 3,006

優先株式(乙種)(株) 1,273 ― ― 1,273

合計(株) 6,279 ― ― 6,279
 

 

２　自己株式に関する事項

 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

優先株式(甲種)(株) 299 16 ― 315

優先株式(乙種)(株) 1,273 ― ― 1,273

合計(株) 1,572 16 ― 1,588
 

　　　　　　（変動事由の概要）

　　　　　　　甲種優先株式16株の増加は、平成27年５月29日の取締役会の決議によるものであり、平成29年３月31日

　　　　　　に無償取得したものです。

　　　　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。　
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４　配当に関する事項

該当事項はありません。　

 

(キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

現金及び預金 30,627千円 19,907千円

現金及び現金同等物 30,627千円 19,907千円
 

 

(リース取引関係)

ファイナンス・リース取引

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

(借主側)

(1)リース資産の内容

・有形固定資産

　主として空調・給湯・照明設備(機械及び装置)、カート(車両運搬具)であります。

(2)リース資産の減価償却の方法

　重要な会計方針「３ 固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。
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(金融商品関係)

１  金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については短期的な預金等や元本保証の債権等、安全性の高い金融商品で運用しておりま

す。また、資金調達については買取預託金の買取計画及び設備投資計画に照らして、必要な資金を調達してお

ります。
　

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

法人税、住民税(都道府県民税及び市町村民税)及び事業税の未払額である未払法人税等、並びに未払消費税

等は、その全てが２ヶ月以内に納付期限が到来するものであり、流動性リスクに晒されております。

借入金は預託金買取及び設備投資に必要な資金の調達を目的としたものであり、返済期は決算日後、最長で

10年であります。

ファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたものであ

り、償還日は決算日後、最長で６年であります。
　

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

①  信用リスク管理

当社は、取引相手ごとに期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等を把握し、財務状況等の悪化等

による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

② 市場リスクの管理

当社は、投資有価証券について、定期的に市場価格や発行体の財務状況を把握し、保有状況を適時に見直し

ております。

③ 流動性リスク管理

当社は、適時に資金繰計画を作成するなどの方法により流動性リスクを管理しております。

　

２  金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握すること

が極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません((注２)を参照ください。)。

前事業年度（平成28年３月31日）

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価

（千円）
差額

（千円）

（資産）    

(1) 現金及び預金 30,627 30,627 ―

(2) 売掛金 32,248   

　　　貸倒引当金(＊) △165   

 32,083 32,083 ―

（負債）    

(1) 買掛金 1,492 1,492 ―

(2) 長期借入金 225,000 225,000 ―

(3) 関係会社長期借入金
　　（１年内返済予定含む）

412,000 412,000 ―

(4) 未払法人税等 3,840 3,840 ―

(5) 未払消費税等 3,686 3,686 ―

(6) リース債務 58,710 65,784 7,073
 

　　　　＊　売掛金に個別計上している貸倒引当金を控除しております。
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当事業年度（平成29年３月31日）

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価

（千円）
差額

（千円）

（資産）    

(1) 現金及び預金 19,907 19,907 ―

(2) 売掛金 27,250   

　　　貸倒引当金(＊) △472   

 26,777 26,777 ―

（負債）    

(1) 買掛金 2,106 2,106 ―

(2) 長期借入金 300,000 300,000 ―

(3) 関係会社長期借入金
　　（１年内返済予定含む）

388,000 388,000 ―

(4) 未払法人税等 3,840 3,840 ―

(5) 未払消費税等 8,554 8,554 ―

(6) リース債務 47,353 45,457 △1,896
 

　　　　＊　売掛金に個別計上している貸倒引当金を控除しております。

 
(注１)　金融商品の時価の算定方法に関する事項

(資産)

(1) 現金及び預金

現金及び預金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお

ります。

(2) 売掛金

売掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。また、貸倒懸念債権については、貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額をもって時価とし

ております。

(負債)

(1) 買掛金

買掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(2) 長期借入金

長期借入金については、変動金利により短期間で市場金利を反映するため、時価は帳簿価額と近似している

ことから当該帳簿価額によっております。

(3) 関係会社長期借入金（１年内返済予定含む）

　関係会社長期借入金については、変動金利により短期間で市場金利を反映するため、時価は帳簿価額と近似

していることから当該帳簿価額によっております。

(4) 未払法人税等

未払法人税等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお

ります。

(5) 未払消費税等

未払消費税等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお

ります。

(6) リース債務

リース債務は、元利金の合計額を同様の新規借入またはリース契約を行った場合に想定される利率で割り引

いて算定する方法によっております。なお、１年以内に返済予定のリース債務は、リース債務に含めて時価を

表示しております。
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(注２)時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

(単位：千円)

区分
平成28年３月31日

（千円）
平成29年３月31日

（千円）

関係会社株式　※１ 2,450 2,800

差入保証金　※２ 50 50

買取預託金債権　※３ 8,755,000 8,755,000
 

※１　　 関係会社株式については市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時

価開示の対象としておりません。　

※２    差入保証金については市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積もることができず、

時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。

※３    買取預託金債権については、株式転換に伴い会員の方々より買い取った預託金債権であり、市場価

格がなく、その契約内容から期間の算定が困難であることなどにより、合理的な将来キャッシュ・

フローを見積もることが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。

 

(注３)金銭債権の決算日後の償還予定額

前事業年度（平成28年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 30,627 － － －

売掛金 32,248 － － －

合計 62,875 － － －
 

　

当事業年度（平成29年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 19,907 － － －

売掛金 27,250 － － －

合計 47,157 － － －
 

　

(注４)長期借入金、関係会社長期借入金及びリース債務の決算日後の返済予定額

前事業年度（平成28年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 － － － 22,500 22,500 180,000

関係会社長期借入金 24,000 384,000 4,000 － － －

リース債務 11,356 9,294 7,890 7,147 7,497 15,523

合計 35,356 393,294 11,890 29,647 29,997 195,523
 

 

当事業年度（平成29年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 － － 30,000 30,000 30,000 210,000

関係会社長期借入金 384,000 4,000 － － － －

リース債務 9,294 7,890 7,147 7,497 7,903 7,620

合計 393,294 11,890 37,147 37,497 37,903 217,620
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(有価証券関係)

前事業年度(自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日)

　該当事項はありません。

 

当事業年度(自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日)

　該当事項はありません。　

 

(デリバティブ取引関係)

前事業年度(自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日)

該当事項はありません。

 

当事業年度(自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日)

該当事項はありません。

 

(退職給付関係)

前事業年度(自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日)

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、退職金規定に基づく退職一時金制度（非積立型制度であります）を採用しております。

　なお、当社が有する退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

 

２　簡便法を適用した確定給付制度

簡便法を適用した制度の退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

退職給付引当金の期首残高 20,005千円

　退職給付費用 5,138千円

　退職給付の支払額 3,563千円

退職給付引当金の期末残高 21,580千円
 

 

当事業年度(自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日)

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、退職金規定に基づく退職一時金制度（非積立型制度であります）を採用しております。

　なお、当社が有する退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

 

２　簡便法を適用した確定給付制度

簡便法を適用した制度の退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

退職給付引当金の期首残高 21,580千円

　退職給付費用 4,939千円

　退職給付の支払額 －千円

退職給付引当金の期末残高 26,519千円
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(税効果会計関係)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当事業年度

(平成29年３月31日)

(繰延税金資産)   

　未払費用 4,363千円 4,841千円

　繰越欠損金 76,333千円 81,162千円

　退職給付引当金 7,248千円 8,907千円

　未払金 694千円 355千円

　貸倒引当金 1,604,359千円 1,604,359千円

　減損損失 10,145千円 8,877千円

　長期未払金 554千円 554千円

　繰延税金資産小計 1,703,700千円 1,709,059千円

　評価性引当金 △1,703,700千円 △1,709,059千円

　繰延税金資産合計 ―千円 ―千円
 

 

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

税引前当期純損失を計上しているため、記載しておりません。

 
(賃貸等不動産関係)

前事業年度(自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日)

　該当事項はありません。

 

当事業年度(自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日)

　該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

前事業年度(自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日)

当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社で

あるため、記載を省略しております。

 

当事業年度(自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日)

当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社で

あるため、記載を省略しております。

 
(資産除去債務関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当社は、ゴルフ場事業単一のセグメントであるため記載を省略しております。

　

【関連情報】

１.サービスごとの情報

　当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

　

２.地域ごとの情報

(1)　売上高

　当社の外部顧客への売上高は、全て本邦におけるものであります。

(2)　有形固定資産

　当社の有形固定資産は、全て本邦に所在しております。

　

３.主要な顧客ごとの情報

特定の顧客に対する売上高で損益計算書の売上高の10%以上を占めるものがないため、記載を省略しており

ます。

　

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

前事業年度(自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日)

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

種類
会社等の
名称

又は氏名
所在地

資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他

の関係

会 社

(注)１

リ ゾ ー

ト ト ラ

スト㈱

名古屋

市中区
19,588,084

会 員 制 リ

ゾートホテ

ル会員権の

販売、ホテ

ルの運営

(被所有)

直接

 2.4

間接

 0.1

ゴルフ場内レストラ

ンの運営委託及び資

金の借入、役員の兼

任

資金の

　　返済
24,000

１年内返

済予定の

関係会社

長期

借入金

24,000

関係会社

長期

借入金

388,000

利息の

支払
5,647 － －

自己株式

の無償取

得

－ － －

利用権譲

受に関す

る対価の

支払

916,000 － －

 

(注)１　 リゾートトラスト株式会社が保有する当社甲種優先株式273株と乙種優先株式1,273株を平成27年７月

31日に当社が無償で譲り受け、リゾートトラスト株式会社の影響力が低下したことにより、リゾート

トラスト株式会社は当社を連結子会社から持分法適用関連会社に変更しております。これにより、リ

ゾートトラスト株式会社は当社の親会社からその他の関係会社になっております

(注)２　 取引条件及び取引条件の決定方針等

資金の借入金利については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

 
(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

該当事項はありません。

　

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

種類
会社等の
名称

又は氏名
所在地

資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他

の関係

会社の

子会社

等

アール・

エフ・エ

ス㈱

名古屋

市中区
10,000 事務代行業

 
　―

 

 
リゾートトラストグ

ループ会社間取引の

資金決済

リゾート

トラスト

グループ

会社間取

引の資金

決済※1

835,284

売 掛

金　※1
28,877

未 収 入

金※1
25,228

関連会

社

㈱パイン

ズゴルフ

クラブ

名古屋

市中区
50,000

ゴルフ場施

設提供業
　―

資金の借入及び役

員の兼任

資金の借

入 ※

2　　　

165,000
長期

借 入

金　※2

225,000

利息の支

払※2
1,622  －  －

 

　　　　　（取引条件及び取引条件の決定方針等）

　　　　　　※１　グループ会社間取引を精算したものであります。

　　　　　　※２　資金の借入金利については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

 
(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る。)等

該当事項はありません。
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２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

　

(2) 重要な関連会社の要約財務諸表

該当事項はありません。
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当事業年度(自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日)

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

種類
会社等の
名称

又は氏名
所在地

資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他

の関係

会社

リ ゾ ー

ト ト ラ

スト㈱

名古屋

市中区
19,588,084

会 員 制 リ

ゾートホテ

ル会員権の

販売、ホテ

ルの運営

(被所有)

直接

 2.0

 間接

 0.1

 

ゴルフ場内レストラ

ンの運営委託及び資

金の借入、役員の兼

任

資金の

　　返済
24,000

１年内返

済予定の

関係会社

長期

借入金

384,000

関係会社

長期

借入金

4,000

利息の

支払
4,611 － －

自己株式

の無償取

得

－ － －

利用権譲

受に関す

る対価の

支払

10,000 － －

 

　　（取引条件及び取引条件の決定方針等）

資金の借入金利については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

 
(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

該当事項はありません。

　

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

種類
会社等の
名称

又は氏名
所在地

資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他

の関係

会社の

子会社

等

アール・

エフ・エ

ス㈱

名古屋

市中区
10,000 事務代行業

 
　―

 

 
リゾートトラストグ

ループ会社間取引の

資金決済

リゾート

トラスト

グループ

会社間取

引の資金

決済※1

647,715

売 掛

金　※1
24,289

未 収 入

金※1
18,330

関連会

社

㈱パイン

ズゴルフ

クラブ

名古屋

市中区
50,000

ゴルフ場施

設提供業
　－

資金の借入及び役員

の兼任

資金の借

入※2
75,000

長期借入

金※2
300,000

利息の支

払※2
2,735  －  －

 

　　　　　（取引条件及び取引条件の決定方針等）

　　　　　　※１　グループ会社間取引を精算したものであります。

　　　　　　※２　資金の借入金利については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

 
(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る。)等

該当事項はありません。

　

２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

　

(2) 重要な関連会社の要約財務諸表

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額並びに１株当たり当期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(平成28年３月31日)
当事業年度

(平成29年３月31日)

(1) １株当たり純資産額 △959,909円76銭 △953,942円05銭

   (算定上の基礎)   

    純資産の部の合計額(千円) 3,494,180 3,474,115

    純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 5,414,000 5,382,000

    うち優先株式(千円) 5,414,000 5,382,000

    普通株式に係る期末の純資産額(千円) △1,919,819 △1,907,884

    普通株式の発行済株式数(株) 2,000 2,000

    １株当たり純資産額の算定に用いられた期末
    の普通株式の数(株)

2,000 2,000
 

 

項目
前事業年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

(2) １株当たり当期純損失金額（△） △9,122円59銭 △10,032円29銭

   (算定上の基礎)   

   当期純損失（△）(千円) △18,245 △20,064

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

   普通株式に係る当期損失（△）(千円) △18,245 △20,064

    普通株式の期中平均株式数(株) 2,000 2,000
 

 

(注)　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。
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⑤ 【附属明細表】

【有価証券明細表】

有価証券の金額が資産の総額の100分の1以下であるため、財務諸表等規則第124条の規定により記載を省略して

おります。

 

【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首
残高
(千円)

当期
増加額
(千円)

当期
減少額
(千円)

当期末
残高
(千円)

当期末
減価償却
累計額
又は償却
累計額
(千円)

当期
償却額
(千円)

差引
当期末
残高
(千円)

有形固定資産        

　建物 44,742 ― ― 44,742 5,444 2,092 39,297

　構築物 82,419 58,080 ― 140,499 23,929 9,728 116,570

　機械及び装置 9,400 5,827 ― 15,227 2,200 1,377 13,027

　車両運搬具 16,499 16,047 ― 32,546 11,766 7,329 20,779

工具、器具及び備品 20,354 6,550 ― 26,904 13,882 5,993 13,021

　コース勘定 0 ― ― 0 0 ― 0

　リース資産 135,146 ― 48,198 86,948 37,896 9,094 49,051

有形固定資産計 308,562 86,505 48,198 346,869 95,121 35,616 251,748
 

(注)１　当期増加額のうち主なものは次のとおりであります。　

　　構築物　　　　　　　さく井工事 52,126千円
 

　　　　　　　

　　　　　　　　２　当期減少額のうち主なものは次のとおりであります。

　　　　　　　　　　 リース資産　　　　　乗用カート10台他　　　　　 20,072千円

 
【社債明細表】

該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

区分
当期首残高

（千円）
当期末残高

（千円）
平均利率

（％）
返済期限

１年以内に返済予定の関係会社長期借入金 24,000 384,000 1.15 ―

１年以内に返済予定のリース債務 11,356 9,294 4.78 ―

長期借入金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 225,000 300,000 1.15
平成31年４月30日～
平成41年３月30日

関係会社長期借入金
（１年以内に返済予定のものを除く） 388,000 4,000 1.15

平成30年４月１日～
平成30年５月31日

リース債務
（１年以内に返済予定のものを除く） 47,353 38,059 4.78

平成30年４月１日～
　平成35年３月25日

合計 695,710 735,353 ─ ─
 

(注) １ 平均利率については長期借入金、関係会社長期借入金及びリース債務の期中平均残高に対する加重

平均利率を記載しております。
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　　 ２ 長期借入金、関係会社長期借入金(１年以内に返済予定のものを除く)及びリース債務(１年以内に返

済予定のものを除く)の貸借対照表日後５年内における１年ごとの返済予定額の総額

区分
１年超２年以内

(千円)
２年超３年以内

(千円)
３年超４年以内

(千円)
４年超５年以内

(千円)

長期借入金 ─ 30,000 30,000 30,000

関係会社長期借入金 4,000 ─ ─ ─

リース債務 7,890 7,147 7,497 7,903

合計 11,890 37,147 37,497 37,903
 

 

【引当金明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(目的使用)
(千円)

当期減少額
(その他)
(千円)

当期末残高
(千円)

貸倒引当金 4,776,465 307 ─ ─ 4,776,772
 

 

【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。

 

(2) 【主な資産及び負債の内容】

①　現金及び預金

区分 金額(千円)

現金 1,581

預金  

　普通預金 18,326

計 19,907
 

 

②　売掛金

相手先別内訳

相手先 金額(千円)

ゴルフ場来場者 2,961

㈱愛銀ディーシーカード 9,389

㈱ＪＣＢ 8,857

三井住友トラストクラブ㈱ 2,331

ユーシーカード㈱ 1,295

その他 2,415

計 27,250
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売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

当期首残高
(千円)

 
(Ａ)

当期発生高
(千円)

 
(Ｂ)

当期回収高
(千円)

 
(Ｃ)

当期末残高
(千円)

 
(Ｄ)

回収率(％)
 

(Ｃ)
×100

(Ａ)+(Ｂ)
 

滞留期間(日)
(Ａ)＋(Ｄ)

２
(Ｂ)
365

 

32,248 177,164 182,162 27,250 87.0 61.3
 

(注)　消費税等の会計処理は税抜方式を採用しておりますが、上記金額には消費税等が含まれております。

 

　　③　商品

区分 金額(千円)

ゴルフ用品等 4,910

計 4,910
 

④　貯蔵品

区分 金額(千円)

消耗品 1,005

会員サービス費関係 482

印刷物 561

福利厚生費関係 1,351

その他 3,054

計 6,454
 

 

⑤　買取預託金債権

区分 金額(千円)

買取預託金債権 8,755,000

計 8,755,000
 

 

⑥　買掛金

相手先 金額(千円)

㈱ヤマニ 1,383

アクシネット ジャパン インク 163

キャスコ㈱ 158

㈱ダンロップスポーツ 125

㈱アクシス 70

その他 206

計 2,106
 

 

 
(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

 

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 毎決算期の翌日から３ヶ月以内

基準日 ３月31日

株券の種類 １株券、２株券、３株券、50株券、73株券、100株券、300株券、500株券、1,000株券

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 ―

株式の名義書換え  

取扱場所 山梨県上野原市鶴島3600番地　株式会社メイプルポイントゴルフクラブ

株主名簿管理人 ―

取次所 ―

名義書換手数料 無料

新券交付手数料 当社所定の金額

単元未満株式の買取り  

取扱場所 ―

株主名簿管理人 ―

取次所 ―

買取手数料 ―

公告掲載方法 官報

株主に対する特典
当社の甲種優先株式１株以上を所有する株主は、クラブ規約に基づく当社の運営する
ゴルフ場の会員となる資格を有しております。

 

(注)　当社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を要します。
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第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社は上場会社ではありませんので、金融商品取引法第24条の７第１項の適用がありません。

 

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

 

 (1)
有価証券報告書及び
その添付書類

事業年度

(第10期)

自　平成27年４月１日

至　平成28年３月31日
 

平成28年６月21日

関東財務局長に提出。

 (2) 臨時報告書  

金融商品取引法第24条の５第４
項及び企業内容等の開示に関す
る内閣府令第19条第２項第９号
の４(監査公認会計士等の交代)
の規定に基づく臨時報告書

 
平成28年７月８日

関東財務局長に提出。

 (3) 半期報告書 (第11期中)
自　平成28年４月１日

至　平成28年９月30日
 

平成28年12月19日

関東財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
 

平成29年６月20日

株式会社メイプルポイントゴルフクラブ

取締役会　御中
 

　　　　　　　　 篠藤公認会計士事務所

 公認会計士 篠 　藤　敦 　子　㊞

 

 

私は、金融商品取引法第193条の2第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社メイプルポイントゴルフクラブの平成28年4月1日から平成29年3月31日までの第11期事業年度の財務諸表、すなわ

ち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及

び附属明細表について監査を行った。

　

財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

私の責任は、私が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。私は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、私に財務諸表に重要な

虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを

求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、私の

判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務諸表

監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、私は、リスク評価の実施に際して、状

況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監

査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての

財務諸表の表示を検討することが含まれる。

私は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

　

監査意見

私は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社メイプ

ルポイントゴルフクラブの平成29年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

利害関係

会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
 

※１　上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出会

社）が別途保管しております。

　２　ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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